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発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー　

２
月
募
集

｢
今
の
日
本
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
」

申
込
み　

１
月
25
日
㈫　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　

本　

生
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７
０
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・
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０
６

　

一
言
に
日
本
と
い
っ
て
も
、
漠
然
と
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
各
回
に
テ
ー
マ

を
設
け
、
内
容
を
絞
り
込
み
、
各
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
白
鷗
大
学
講
師
陣
が
、

「
今
の
日
本
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
」、「
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
つ
い
て
大
胆
に
」

お
話
し
て
い
き
ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
で
あ
る
日
本
の
高
齢
者
福
祉
と
介
護
、
景
気
低
迷
の
日
本
経

済
、
健
康
ブ
ー
ム
で
あ
る
日
本
、
そ
し
て
、
地
域
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
わ
れ
る
日
本
社
会
な
ど
に
つ
い
て
、
今
の
日
本
は
、
ど
う
な
の
か
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
分
野
の
今
と
こ
れ
か
ら
が
わ
か
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

都
賀
地
区
地
産
地
消
・
食
育
推
進

協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
機
会
や
生
産
者
と
の
交
流
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
食

育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期　

日　

２
月
20
日
㈰

時　

間　

午
前
10
時
〜

場　

所　

都
賀
公
民
館

　
　
　
　
（
都
賀
町
原
宿
）

対　

象　

市
内
在
住
の
親
子

内　

容

　

大
森
氏（
宇
都
宮
大
学
准
教
授
）

に
よ
る
食
育
に
つ
い
て
の
お
話
、

宇
都
宮
大
学
生
作
成
「
食
育
紙
芝

居
」
の
他
、
食
育
関
係
の
寸
劇
・

食
育
ソ
ン
グ
の
演
奏
な
ど
。
地
元

で
と
れ
た
お
い
し
い
農
産
物
・
農

産
物
加
工
品
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
。

定　

員　

１
０
０
組
（
先
着
順
）

費　

用　

無
料

申
込
み　

２
月
１
日
㈫
午
前
９
時
〜

電
話
で 

都 

生
涯
学
習
課

（
☎
（27）
５
０
５
０
）
へ

　

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、
子
育
て
や
健
康
、
老
後
の
こ
と
な
ど
を

不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
？

現
状
を
見
つ
め
、
少
し
先
の
未
来
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

こ
れ
か
ら
日
本
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
？内　

容
・
講
師
（
白
鷗
大
学
教
員
）

第
１
回　
「
今
と
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
福
祉
と
介
護
」

　
　
　
　

教
育
学
部
教
授　

川
瀬
善
美
氏

第
２
回　
「
今
と
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
経
済
」

　
　
　
　

経
営
学
部
教
授　

吉
川
薫
氏

第
３
回　
「
今
と
こ
れ
か
ら
の
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
」

　
　
　
　

教
育
学
部
准
教
授　

藤
井
和
彦
氏

第
４
回　
「
今
と
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

　
　
　
　

教
育
学
部
教
授　

結
城
史
隆
氏

期
日
等　

２
月
23
日
、３
月
２
日
、

９
日
、
16
日
の
水
曜
日

（
全
４
回
）

時　

間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

場　

所　

栃
木
公
民
館（
日
ノ
出
町
）

対　

象　

ど
な
た
で
も

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
，０
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

親
子
で
食
の
楽
し
さ
を
学
ぼ
う
♪

参
加
者

募　

集

昨年度の様子

過去のセミナー風景（結城氏）

生
涯
学
習

２月号（ 23 ）

☎
（22）
１
８
１
２

問合先　生涯学習課（☎21－2705） e-mail：gakusyu＠city.tochigi.lg.jp

皆
川
地
区
は
、
栃
木
市
西
部
に
位

置
す
る
風
光
明
媚
な
景
勝
地
で
す
。

お
越
し
い
た
だ
い
た
こ
と
の
な
い
方

は
、
自
然
豊
か
な
標
高
の
低
い
山
を

背
後
に
控
え
、
悠
々
と
永
野
川
が
流

れ
て
い
る
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

当
公
民
館
で
は
、
小
学
生
か
ら
成

人
ま
で
幅
広
い
世
代
に
向
け
た
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
公
民
館
に

は
広
い
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
の
で
、

車
で
お
越
し
に
な
り
、
ぜ
ひ
受
講
さ

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
公
民
館
に
隣
接
し
て
皆
川

城
址
公
園
が
あ
り
ま
す
。
遊
歩
道
も

整
備
さ
れ
、
連
日
、
自
然
を
満
喫
さ

れ
る
方
々
が
お
越
し
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
来
場
さ
れ
る
方
は
、
戦
国
時

代
を
中
心
と
し
た
歴
史
に
造
詣
の
深

い
方
々
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
散

歩
に
ち
ょ

う
ど
よ
い

公
園
で
す

の
で
、
お

越
し
く
だ

さ
い
。

振動推進カー
「チビもそ君」作成中

皆川城址公園

《
栃
木
の
学
び
に
新
し
く

小
山
高
専
が
加
わ
り
ま
し
た
》

生
涯
学
習
は
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ

で
も
」「
だ
れ
で
も
」
学
び
た
い
時
、

必
要
な
時
に
学
べ
る
環
境
が
あ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

近
年
、
生
涯
学
習
を
求
め
る
市
民

ニ
ー
ズ
が
高
度
化
・
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
高
い
水
準
の
知
識
や
技
術
が
様
々

な
分
野
で
必
要
と
な
り
、
大
学
な
ど
の

高
等
教
育
機
関
に
対
し
て
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
近
隣
の
大

学
や
専
門
学
校
な
ど
と
の
連
携
を
進
め

て
き
ま
し
た
。「
発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー
」

で
は
地
元
の
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大

学
、
マ
ロ
ニ
エ
医
療
福
祉
専
門
学
校
・

ハ
イ
テ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
テ
ィ
専
門
学
校
を

始
め
、白
鷗
大
学
、立
正
大
学
な
ど
、「
サ

イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」
で
は
市
内
の
栃

木
工
業
高
校
、栃
木
農
業
高
校
の
ほ
か
、

日
本
工
業
大
学
な
ど
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
は
市
民
向
け
の
公
開
講
座
な
ど
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

学
び
の
場
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
か
ら
、
今
後
も

協
力
先
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。昨

年
12
月
か
ら
新
た
に
、
小
山
工
業

高
等
専
門
学
校
に
よ
る
「
小
山
高
専
サ

テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
講
座
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。

３
月
ま
で
の
期
間
は
と
ち
ぎ
蔵
の
街

観
光
館
を
会
場
と
し
て
、
親
子
向
け
、

小
・
中
学
生
向
け
、
高
校
生
か
ら
成
人

向
け
な
ど
様
々
な
内
容
の
講
座
が
ほ
と

ん
ど
無
料
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
合
先

小
山
工
業
高
等
専
門
学
校

☎
０
２
８
５
（20）
２
１
９
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
1.oyam

a-ct.ac.jp/

　

11
月
27
日
、
教
育
評
論
家
の
尾
木
直

樹
氏
を
お
招
き
し
て
、
栃
木
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

大
学
が
栃
木
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
子
ど
も
の
心
と
大
人
の
愛
」
の
演

題
で
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
お
り

笑
い
を
交
え
な
が
ら
、
穏
や
か
な
口
調

の
中
に
教
育
に
対
す
る
深
い
愛
情
と
熱

い
情
熱
が
感
じ
ら
れ
る
90
分
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
学
力
の
考
え
方
と
し
て
、

情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い

る
現
代
社
会
で
は
、
暗
記
力
で
は
か
る

こ
と
よ
り
も
、
様
々
な
情
報
か
ら
本
質

を
見
通
す
洞
察
力
で
は
な
い
の
か
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
争
社
会
を
背
景
に
し
た
日

本
の
子
ど
も
た
ち
の
孤
独
感
や
精
神
的

な
ゆ
が
み
は
深
刻
で
あ
り
、
家
庭
教
育

Ｐ
Ｔ
Ａ
大
学
を
開
催

の
あ
り
方

を
考
え
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
と

い
う
お
話

が
あ
り
ま

し
た
。
例

え
ば
、
子

ど
も
た
ち

を
叱
る
場
合
、
一
方
的
に
子
ど
も
に
注

意
す
る
の
で
は
な
く
、
丁
寧
に
理
由
を

聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
問
答
を

す
る
な
か
で
ほ
め
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ

る
関
係
に
な
る
こ
と
が
良
い
と
い
う
内

容
で
し
た
。

　

学
力
の
考
え
方
や
家
庭
教
育
の
あ
り

方
は
、
時
代
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
考

え
直
す
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
大

人
の
学
習
が
不
可
欠
で
あ
る
と
結
び
ま

し
た
。

尾木直樹氏の講演

生
涯
学
習




